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繰延税金負債の計上に関するお知らせ 

当社は、一部の連結子会社からの配当方針の変更を決定したことに伴い、2023 年９月 14 日付で、会社法

（平成 17 年法律第 86 号。その後の改正を含みます。）第 370 条及び当社定款の規定に基づく取締役会の決

議に替わる書面決議により、2024 年４月期第１四半期会計期間において繰延税金負債を計上することを決議

しましたのでお知らせいたします。  

１． 繰延税金負債認識の主な理由 

当社は、連結ベースでの資金の効率化を図るため一部の連結子会社からの配当方針を変更し、機動的に配当

金を連結子会社から回収することができるようにいたしました。これに伴い海外連結子会社から当社への配当

を行う際に以下の税金費用が発生しております。 

① 海外連結子会社が所在する各国で課される海外源泉税

② 当社が受け取る配当金に対する日本で課される本邦法人税

税効果会計において、連結財務諸表の作成上、将来的に親会社が子会社からの受取配当金について負担する

ことになる税金の額を、繰延税金負債として認識しなければならないことから、今回、連結子会社の当社に対

する配当方針を変更したことに伴い、将来的に発生が見込まれる税金負担額を、前もって 2024 年 4 月期第１

四半期会計期間に繰延税金負債として認識し、繰延税金資産との相殺処理と法人税等調整額への計上という経

理処理をすることとしました。 

２． 業績への影響   

本繰延税金負債の認識により、2024 年４月期第１四半期において、法人税等調整額(損)が前年同期に対し

て 199百万円増加し、親会社株主に帰属する四半期純利益が同額減少しますが、これは上記の経理処理を行っ

たためであり、当社の収益力低下を意味するものではありません。 

なお、通期の連結業績予想に与える影響については現在精査中であり、今後業績予想の修正が必要とされる

場合には、速やかにお知らせいたします。 
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